
1．はじめに
　本報告は、サウジアラビアと日本の合同調査隊によ
る紅海沿岸のハウラー（al-Hawrāʾ）遺跡（図 1）の調査
成果である。2020 年に第 1 次の発掘調査を行って以
来、コロナによる 2 年間の中断を経たものの、以後は
順調に調査を継続した。本稿で報じるのは、2025 年
に行った発掘調査、物理探査、科学分析の成果である。
ハウラーは、イスラーム以前よりジュハイナ族の土地
として知られた地にある。9 世紀以後にはエジプトか
らの巡礼路上の町、内陸のワーディー・アル＝クラー
の諸都市の港として繁栄し、12 世紀半ば頃まで繫栄
したようであるが、13 世紀の歴史記述からは、既に
ハウラーが廃墟と化していたことが窺われる。そこで
私たちは、遺跡の発掘調査によって遺跡構造の解明を
めざすと共に、海洋から山間（砂漠）を経てヒトやモノ
が通ったネットワークの実態を明らかにするため、後
背地の碑文調査を行っている。

2．ハウラー遺跡の集落域における発掘調査
　ハウラー遺跡は、タブーク州ウムルジュの 10 km
ほど北に位置し、南北に 2 km、東西に 0.5～1.0 km 程
度の広がりを持つ。1980 年代に在地の考古学研究者
によって部分的な試掘調査が行われたが、基本的には
未調査の遺跡である。遺跡は港域と集落域に分化され、
このうち集落域は、東西 300 m、南北 150 m ほどの規
模を測る（図 2-1）。家屋の上部構造は既に失われてい
るが、分布する遺構の多くは、火山岩や珊瑚ブロック
が用いられている。集落の一角には、1980 年代の試
掘調査でモスクと推測される遺構もみつかっており、
クルアーンの一節が記された堂々とした石製リンテル
が取り上げられている点は注目される。調査の開始に
あたっては、集落の一角に測量原点 L を設け、50 m
四方のグリッド設定を行い、これはさらに総計 25 の
10 m 四方グリッドに細分化された（図 2-2）。
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【出土遺構】
　これまでの発掘調査で、集落域の中で最も標高の高
いマウンドからは厚い壁厚（約 1.5 m）を有する珊瑚造
の砦（38 m×40 m）が発見されており1、さらに集落で
は複数の家屋ユニットからなる居住域がみつかってい
る。
①　砦（Fort）
　砦は後世に破壊され、現在では多数の石材の下に埋
もれているが、これらの石材の除去に伴い、堆積層か
らは石製容器やランプ、動物の骨や貝殻などが発見さ
れたが、これは砦における活動痕跡を示していると思
われる。2024 年までの調査では、砦には南北の壁に
沿い小部屋（3 m×4 m 四方程度の規格）の群があるこ
と、西壁の中央周辺には外壁の入り口が想定されるこ
と、等が把握されていた。2025 年の発掘調査では、
幅 10 m の観察区域を設定して調査を行ったところ、
以下の点が明らかになった（図 3-1）。
　F/Point 1：砦の中央部には方形の構造物が確認さ
れた。入口は未だ確認されていないいが、内壁下部に
白色モルタルの痕跡が見られることから、ここには貯
水槽が設けられていたと考えられる（図 4-1）。
　F/Point 2：砦の北側の小部屋の並びは、大小 6 つ
程度の小部屋からなるようであり、それらに付随する
3 つの開口部が確認された（図 4-2）。
　F/Point 3：砦の東側からも開口部が確認され、小
部屋の存在が明らかになった。この開口部は中央の方
形の部屋と繋がっており、部屋と部屋の間には人一人
が通れる程度の幅の廊下があった可能性がある（図
4-3）。
　F/Point 4：外壁の東側壁周辺ではクリーニング後
も依然として多くの瓦礫が覆うため細部は明らかでは
ないが、東西の壁は北壁ほど頑丈ではないと思われる

（図 4-4）。

図 1　研究対象地区周辺の都市分布

図 2　ハウラー遺跡の遺構分布図（1）とグリッド図（2） 図 3　2025 年調査時の砦の平面図（1）と集落の平面図（2）
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②　集落（Settlement）
　集落では複数の家屋ユニットがみられるが、これま
ではそのうちの 1 ユニットが調査された。2024 年ま
での調査では、調査区の西端に厚さ 0.6～0.7 m 程度の
防御壁の存在が推測され、壁と家屋の間には幅約 2 m
の小道が推測されること、ユニットの一角で発見され
たキッチンの排水口外側には前述の小道と直交する街
路が想定されること、丘陵の頂上付近には 4～5 の小
部屋（約 3～4 m 四方）が連なる空間が見られること等
が把握されていた。2025 年の発掘調査では、東西に
繋がる 3 つのグリッド D1c1、D1c2、D1c3 の中央に
幅 2 m のトレンチ（TR）を設置して調査を行ったとこ
ろ、以下の点が明らかになった（図 3-2）。
　S/Point 1：D1c1 の表層直下には厚い砂層が堆積し、
遺構は確認されなかった。TR/D1c2 の東側も同様の
砂層が見られることから、集落外域の道路や丘陵斜面
と繋がっていた空間と推定される。（図 5-1）。
　S/Point 2：TR/D1c2 の西側は、既に発掘調査で明
らかになっている小部屋群があり、最上の床面（Dak-
ka 1）がみられる。TR 南側はサンゴブロックででき
た隔壁の下部が残存しており、部屋の床面は TR 外ま
で広がっている。TR 南中央部では、表層に陶片・陶
磁器片・魚骨片等が集中して出土している（図 5-2）。
　S/Point 3：TR/D1c3 では、TR 東端の壁から西方
向に延びる部屋が確認された。TR 中央部では、多く
の石膏ブロックや陶片を含む緻密なシルト層直下から
Dakka 2 が確認された（図 5-3）。
　S/Point 4：TR/D1c3 西端の壁付近で炉床が発見さ
れた。これは Dakka 3 上に築造されたと考えられ、
炉面は南東方向に灰層が広がっている（図 5-4）。
　上記の家屋調査に加え、集落域では 1980 年代にお

ける調査区のクリーニングを行った。調査の結果、調
査区の正確な位置が特定され、建造物は二面の基礎を
持つことが把握された。これによって先行研究

（al-Ghabbân 2011）の利用が可能となり、今後の発掘
調査によって、集落の一角から公共建築物（あるいは
会衆モスクか）と思われる遺構が発見される可能性が
強くなった（図 6）。
【出土遺物】
　これまでの調査と同様に、出土遺物には生活雑器

（土器、陶器、ガラス器等）・装飾品・道具等様々なも
のが含まれているが、ここでは代表的なもののみを紹
介する。素焼きの土器の碗（図 7-1）に加えて、陶器の
碗には、幾何学模様の彩色を有する多彩釉陶器の碗

（ヒジャーズ陶器）がある（図 7-2）。石製容器には、器
壁の厚いもの（図 7-3）と薄いものがあり、後者には研
磨された香炉の蓋（図 7-4）がみられ、容器の中には、

図 4　細部観察ポイント（F/Point1-4） 図 5　細部観察ポイント（S/Point1-4）

図 6　1980 年代の試掘区出土の遺構とトレンチ断面図
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ランプとして使用されていたものもある（図 7-5、6）。
石製道具にはすり棒（図 7-7）、すり石（図 7-8）、砥石

（図 7-9）等が含まれる。その他道具類には鉄釘（図
7-10）があり、砦からは武具の一部と思われるものも
みつかっている（図 7-11）。装飾品には、青銅製の指輪

（図 7-12）や象嵌用のガラス製の玉（図 7-13）等がある。

3．ハウラー遺跡の港域における物理探査
　港域はこれまでまだ発掘調査が行われていなかった
が、このたび物理探査が開始された2。調査に際して
は、厚い砂層に覆われている地域では有効な地中レー
ダー（GPR）が使用された（図 8-5）。遺跡内には総計 19
の調査区域が設定された（図 8-1）。反射強度の高い区
域は赤色で、低い区域は青色で表示する。

　集落の最西端（Area B）は丘陵のへりと繋がり、丘
の東側はアスファルト道路に達する（古代の幹線道路
か）ことと、海岸べりには多くの井戸が分布している
点が注目される。調査では地表付近と深層部で強い
レーダー反射が確認されており、岩盤の可能性はある
ものの、砂中深くに港施設の存在をも期待させる（図
8-4）。次に遺跡区の北西隅（Area M）は港から浅瀬を
通じて低位砂漠へと繋がる点が注目される。ここでは
強い線状の反射が検出されたため、深層部での港施設

（あるいは岩盤か）と浅瀬との境界がみつかることが期
待される（図 8-3）。古道の分岐点（K）からの砂漠内の
古道は、幹線のアスファルト道に達した後に海岸沿い
に南下するルート（図 8-1）と、さらに砂漠道を通って
近現代の村落を経由して後（図 8-2）、東の山岳地帯へ
と向うルートの 2 つに分岐していたと推測される。

4．出土遺物の科学分析
　2025 年には、合計 60 のサンプル遺物が分析のため
に日本に輸送され、このうちの土器・陶器の科学分析
が行われた。陶土の分析に際しては、走査型電子顕微
鏡（SEM）とエネルギー分散型 X 線分光法（EDS）を組
み合わせた SEM-EDS 法を用いて主要元素の定量分
析が実施された。分析の結果、クラスターの在り方に
よって、サンプルは 5 つの主要なグループ（Group 
A～C、D-1、D-2）に分類された（図 9-1）。注目され
たのは、これらのうちの D-1、2 のグループであり、
カルシウム（Ca）含有量の顕著な違いは陶土の白色を
促したものと推測される。この傾向を釉薬の蛍光 X
線分析結果（図 9-2～5）と組み合わせると、ハウラー
遺跡の 3 片の分析結果は、エジプトでのイスラーム陶

図 7　出土遺物（1-11）

図 8　物理探査の成果と調査スナップ（1-5）
図 9　�ハウラー遺跡出土土器・陶器の分析成果（1-5）と比較

サンプル（6-10）
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器の分析事例（長谷川・村上他 2018）と連動した技術
革新の動きを示しているとも思われる3。
　放射性炭素年代測定については、より信頼性が高い
2 σ 補正値を見てみたい。no.051（砦の床から採取）は
オスマン朝時代以降の年代であり、砦の破壊時期を示
す可能性がある。一方、no.053（砦内の石器 SW062 に
付着していた炭化物）は、ファーティマ朝～アイユー
ブ朝時代に対応し、砦における活動のほぼ最終段階を
示すものであろう。さらに no.052（集落から採取）は
アッバース朝の最盛期に位置することから、集落が最
も繁栄した活動時期の考察に重要な手がかりとなると
思われる。

5．後背地碑文調査
　今期のハウラー後背地調査では、東海大学情報技術
センターチームによる衛星画像解析に基づいて選定さ
れた計 18 の碑文・岩絵の有望地点の踏査を実施した。
主な成果として挙げられるのは、シバハ地区の山麓の
棍棒のような武器を描いた岩絵 16 点（図 11-1）、シ
サース地区のワーディーの人像 34 点および手形 4 点
からなる岩絵群（図 11-2、3）である。後者の岩陰から
は、削器や、石器製作に伴うフリント剥片が表面採集
された。これらの発見は、ハウラー後背地における新
石器時代の人間活動の一端を示す重要な資料と言える。
加えて、既調査地点（ルワイダート、ガウト、ワー
ディー・アルウサイフィル、ムハビー）における再調
査も行なわれた。

おわりに
　砦では北壁・南壁周辺の部屋構造が明らかになりつ
つあり、西壁に続き東壁で入り口部分の存在が想定さ
れた。集落では複数の床面が発見されたため、今後の
編年に期待がかかる。また 1980 年代の先行研究の利
用が可能になり、今後集落内に公共施設がみつかる可
能性も得られた。港域の物理探査では港が二か所に分
岐していた可能性が得られ、港からの古道は低位の砂
漠域を通り、東側の山岳地帯と南方の海岸べりを志向
するルートが推測された。科学分析では初期イスラー
ム陶器の技術革新の系譜が明らかになりつつある。ハ
ウラーを通ったヒトとモノの移動経路は、碑文調査等
の成果との総合をめざしたい4。
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＊＊　2025 年度の調査では、国内では科研費と三島海雲財団の助
成金の支援を受けた。なお、国内では執筆者以外に以下の方々に
ご協力頂いた。西本真一、堀内則子、阿部佳恵。

1 ムカッダスィーの記述には、ハウラーにあった施設として、繁
栄した集落、砦、海辺近くの市場の存在を挙げており、私たちの
研究班は文献記述を裏付ける重要な遺構を発見した可能性がある。
2 紅海沿岸にあるエジプトのベレニケ港などの事例などでは、港
域には集落域と並んで、作業場（船舶の受入れ・修理を行う施設）、
物資の保管庫、墓地などが存在しており、有力な比較事例となる。
3 ここで述べるのは、第一段階として、イスラームの前身のビザ
ンツ（9 世紀初頭）の伝統を受け継いだ多色鉛釉陶器が出現したが

（図 9-3、6）、次の段階（おそらく 9 世紀半ばから 10 世紀半ば）で
は、特徴的な高鉛釉（深緑、褐色、紫など）から明るい鉛アルカリ
釉へと移行し、陶土はより白い素地（Ca 含有量の増加と石状粘土
の開発）への模索が始まったようである（図 9-4、7、8）。この実験
的段階は第三段階へと進んだ折（10 世紀半ばから 11 世紀半ば）に
は、トルコブルー、濃い紫、錫を用いた不透明白釉などの色彩を
特徴とする多彩釉陶器が生み出される仮説である（図 9-9、10）。
これらの発展の背後にある技術革新は、イスラーム世界と東洋世
界（高品質の中国青磁の生産）との邂逅、あるいは新たなイスラー
ム的美の創造に向けた模索等が背景にあったと思われる（長谷川
ほか 2018）。
4 ハウラーからマッカやマディーナへ向かう巡礼路については、
16 世紀の史料に基づくと、ハウラー南部の巡礼路は 2 つに分かれ
ていた。1 つ目は海岸沿いの道を辿るルートで、2 つ目は低地砂
漠から内陸部へと直接山岳地帯へと続く、より困難な道筋を辿る
ルートである。さらに、本報告内の物理探査から導かれるように、
ハウラーから東へ砂漠を経て山岳地帯へと向かう 3 つ目のルート
も考えられる。このルートは基本的にイースを目指し、さらに内
陸部の主要隊商路に接続するものであり、古代からの物資輸送に
関連している可能性もある（al-Ghabbân 2011）。

図 11　�シバハ地区の棍棒様武器を描いた岩絵の集中（1）、シ
サース地区の岩絵を伴う巨岩（2）、シサース地区の人
像および手形の岩絵（DStretch による画像処理後）（3）
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